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－武蔵小杉に住まわれてどのくらいになら
れますか？
「もうかれこれ１５年くらいになりますね。最
初は等々力スタジアムの付近に住んでいた
んですよ。それからいったん新丸子に引っ越
ししました。そのうち子どもが大きくなって新
しい間取りがほしくなったんで、再開発がは
じまっていた武蔵小杉で物件を見に行ったん
です。はじめは冷やかし半分だったんですが、
女房が気に入りましてね、いま住んでいる場
所に決めました。
もともと彼女は横浜出身でしてね、結婚当初
は横浜に住もうかという話もあったんですが、
それだと撮影所とか僕の仕事場に通うのが
遠いので、じゃあ中間地点ということで武蔵
小杉にしたんです」

－住んでみて、武蔵小杉にはどんな魅力が
ありましたか？
「いやあこんなこと言っちゃうと怒られちゃう
けど、僕からすると魅力ってあんまりないん
だよね（笑）。
でも、仕事柄僕はあちこち飛び回ることが多
いもので、武蔵小杉にＪＲの新駅ができてか
らは格段に便利になって、ここに引っ越して
きてよかったなあと思ってます。スタッフから
は『監督、先見の明がありましたね』と言われ
てますよ（笑）」

－監督ご自身、まちづくりあるいは地域コ
ミュニティといったものには、ご関心はありま
すか？
「僕はサラリーマンじゃないし、平気で２か月
くらい家を空けることもあるので、正直地域
コミュニティのイベントやサークルには参加
はなかなか難しいです。女房は『フラワーア
レンジメント教室』（※3年前よりエリマネに
て開催）に最初から毎回通っていますよ。
コミュニティの話とちょっとズレますが、僕は
武蔵小杉新駅ロータリーの横の交差点を通

ることが多いんです。そこで見ていると、あ
まりに信号を守らない大人が多すぎる。たし
かに交通量が少ないのは解りますけど、子ど
もが目の前に立っていても、赤信号でも構わ
ずに平気で渡っていくんですよ。
そういうのを見ると、『こういう人たちって、き
っと自分たちのマンションのルールも平気で
破ってマナーも気にしないんだろうな』と想
像してしまうんです。
それから、社会の基本的なマナーである挨拶
をしない大人も多い。自宅のあるマンション
のエレベータでは、こちらから挨拶するよう
にしています。女性の方や子どもはだいたい
「こんにちは」と知らないオジサンにでも返し
てくれますが、僕と同世代かやや下の中高年
のサラリーマンはダメだなあ。携帯いじって
知らん顔。
そんな風景を見るにつけ、地域を盛り上げる
イベントも大事ですけど、大人としての基本
的なコミュニケーションをとるとか、基本的
ルールの順守をうたうとか、そういう取り組
みもより大事だと思いますよ」

－子どもに「見られている」という意識のな
い大人が多いということなんでしょうか。さ
て、小杉の再開発地区の子どもたちもずい
ぶん増えてきました。地方ご出身者の目線か
ら見た、都会の子どもたちってどう映ってい
ますか？
「うーん、子どもたちというより、その親のほ
うに目が行っちゃうんです。たとえば子どもた
ちがソファの上に土足で上がっていても、親
たちは叱りもしない。子どもはね、そういうこ
としても仕方ないと思う。でも親はそれを看
過しちゃいけない。
それでこの子どもたちはどう育っていくんだ
ろうか。昔は僕らがそんなことしたら、すぐに
引っ叩かれましたよ。当の親たちは、お互い
にエレベータの前で、他人の邪魔になるのも
気がつかずずっとしゃべっている」

－監督は下関ご出身で、映画では「下関三
部作」と呼ばれる作品も撮られています。監
督にとって「ふるさと」とはどんな場所です
か？
「映画監督になる前は、下関という街は好き
じゃなかったですね。早くこんなところ出てい
きたいと思うような場所だったんです。
ですがドラマの仕事で撮影場所をあちこち
探しているとね、ああこの場所はいいなあと
思うところって、じつは僕が過ごした下関の街
並みによく似ているんですよ。
そういう風景を自分はじつは求めているんだ
というのが、いまの仕事に就いてはじめて解
ったんですね。それで監督になったら、自分の
原風景をきちっと切り取る映画を撮りたいな
と思って、オリジナルで『チルソクの夏』（※２
００４年公開。下関三部作の第一作目）を撮り
ました。この映画は地元の皆さんがとても熱
心に応援してくれて、ほんとうれしかったです。
自分が育って過ごした場所というのは、原風
景としてきちんと自分の中にもあったんだと、
気づかされましたね」

－地域の活動やイベントについて何かお考
えはありますか？
「以前ＮＨＫで、この再開発地域に関する活動
やイベントについての放送を見まして、いろ
いろな取り組みがあって、熱心にやられてい
る方たちがいることを知りました。
一方でそういう活動やイベントにたいして消
極的というか求めていない人たちもいます
ね。
是非、そういう人たちともバランスを取り合
って進めていって欲しいと思います」
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新駅が出来て
武蔵小杉は格段に
便利になりましたね

佐々部 清映画監督

さ 　 さ 　 べ き よ し

佐々部清（ささべ・きよし）1958年1月8日、山口県下関市生まれ。
明治大学文学部演劇科、横浜放送映画専門学院（現・日本映画大学）を経て、'83年より映画及びテレビドラマの助監督となる。主に崔
洋一、和泉聖治、杉田成道、降旗康男などの監督に師事。デビュー作『陽はまた昇る』で石原裕次郎賞と日本アカデミー賞優秀作品賞、
『チルソクの夏』で日本映画監督協会新人賞と新藤兼人賞、『半落ち』で石原裕次郎賞と日本アカデミー賞最優秀作品賞を受賞。『カーテ
ンコール』と『夕凪の街 桜の国』は日本映画批評家大賞作品賞を受賞している。現在、新作『東京難民』（秋公開予定）に取り組んでいる。

「あの人に会いたい！」  第 2回 佐々部清さん



実施レポート

再開発地域における防災取り組みの第一歩『コスギぼうさいフェス』開催！

第一部：各マンションでの防災訓練

さる２月２３日（土）、各マンション管理組合とNPOエリマネ防災ワーキンググループ（以下防災WG）にて、この地域の防災を考えるイベ
ント『コスギぼうさいフェス』を開催致しました。このイベントは、東日本大震災から２年が経過して、まだまだ新たなる震災の懸念も増
す中、改めてこの地域の防災について考える機会を作りたいという趣旨で企画いたしました。しかし、ただ考える機会をもつ、防災に必
要な知識を得るというだけではつまらないので、できるだけご家族みんなが参加できる、楽しいイベントになればとの思いを込めました。

午後からの短い時間にかかわらず、多くのご家族にお集まりいただき、楽しく防災に触れていただけました。実際に災害が起こった際、
大人は地域の外にいることがほとんどで、日中この地域にいる方々が力にならなければなりません。3.11 での反省から発災後すぐには
家に帰りにくくなる流れにあるなか、お子さんたちも含めて日頃から防災への意識を高めておくことは非常に有益になるものと感じます。

いかがでしたでしょうか。この「コスギぼうさいフェス」は、ほぼ全て地域住民の皆様・管理会社の皆様によるボランティアで運営いた
しました。最初ということもあり、色々至らない点もあったかと思いますが、ご容赦いただけますと幸いです。最後にご協力をいただい
た中原消防署様、鹿島建設株式会社様、レジデンス・ザ・武蔵小杉理事会の皆様、デリド様、並びに各マンションの理事会の皆様、防災
委員会の皆様に厚く御礼申し上げます。皆様のご協力により、このコスギぼうさいフェスも成功させることができました。当地域におけ
る防災への取り組みも、このコスギぼうさいフェスで第一歩を踏み出せました。こうした取り組みは地味ながらも継続していくことが一
番大変で且つ重要であると感じています。今後とも皆様のご理解とご協力をいただけますよう、心よりお願い申し上げます。

イベントは第一部と第二部に分けました。第一部では午前１０時を発災時間として、各マンションでそれぞれ今必要な防災への取り
組みを行っていただきました。防災訓練を行ったマンション、住民の方々に向けたセミナーを開催したマンション、この機会に防災
備品を確認したマンション・・それぞれ今行える防災への取り組みとは何かを考え、議論された上で取り組んでいただきました。

並行してレジデンス・ザ・武蔵小杉の1Fスペースにて、NPO法人プラス・アーツの
皆様と共に「イザ！カエルキャラバン！」を実施しました。同イベントは、いらなくなったおもちゃを持ちより、防災に関するワークショッ
プに参加したりしながらポイントをため、欲しいおもちゃに交換するイベントです。防災ワークショップも単なる知識の植え付けでは
なく、自ら考えるタイプのワークショップでゲーム性もあり、楽しく参加していく内に防災への意識も高まっていく点が特徴です。

午後からはいろいろな切り口から防災を考えるイベントを企画いたしました。中原消
防署のご協力をいただきながら、住民目線で防災を考える講演会を実施しました。

講演終了後は中原消防署の皆様のご協力によるAED の使い方レクチャーや起震車の体験、鹿島建設さまのご協力による直下型地震
や長周期地震の揺れを再現できる振動台「ポータ震（ぶる）」の体験を行いました。大好評でした。

同じ時間に、防災WGも訓練を実施しました。昨年度この地域（マンション間）での緊急連絡手段として、NPOにて複数台のトランシー
バーを導入しました。この機会に、再開発地域だけでなく広く通信状況を確認しました。北は上丸子八幡町、南は市立橘高校くらいの
範囲で、広域災害時にお世話になることが予想される拠点をピックアップの上、NPO事務所の本部とつなぎ、通信訓練を実施しました。

避難訓練（レジデンス・ザ・武蔵小杉）避難訓練（レジデンス・ザ・武蔵小杉） セミナー風景（パークシティ武蔵小杉MST）

消防署での講演
警防第１課長下山氏 消防署での講演－廣田さん

防災WGの訓練風景① 防災WGの訓練風景②

防災訓練（パークシティ武蔵小杉SFT）

「ポータ震（ぶる）」 AEDの使い方をレクチャー 起震車による地震体験

かえっこバンクの様子 カエルののぼり旗 おもちゃコーナー様子

持ち出し品なぁに？クイズ 家具転倒防止ワークショップ 防災カードゲーム

外では水消火器によるゲームやマンション
対抗のバケツリレーを行いました

カエルキャラバン最後はおもちゃの
オークションを行いました

デリド様のご協力により、防災グッズ・
備蓄品の展示販売も行われました

中原消防署警防第１課長下山氏による防災講演の後、マンション管理士の廣田
信子さんによる講演を行いました。廣田さんは浦安のマンションにお住まいで、
東日本大震災では液状化現象によるライフラインの寸断を体験し、大変過酷な
生活を強いられました。首都圏でも最大の被災地と言われた浦安での経験から、
被災時に何が一番困ったか、発災時に役に立ったものとはなんだったか、また日
頃からどういった備えが必要だと感じたか、住民目線でのお話をいただきました。
川崎市ハザードマップでも当地域は液状化リスクが少なからずございます。浦安
の経験が当地域の備えに繋がる部分も多く、大変貴重な気づきをもらいました。

第二部：防災を考える各種イベント

尚、今回併せて近隣町会の
方々の拠点でもトランシー
バーによる通信訓練を実施し
ました。再開発地域のみなら
ず、この地域全体で、緊急の
通信インフラがどのように機能
するかというデータを残し、近
隣町会の方々とも共有するこ
とにより、災害時も混乱なく
被害の最小化に貢献できれば
と考えます。

トランシーバーによる通信訓練



交流会ワーキンググループ・周辺地域交流会

　１９８６年から相談活動を行ってきました「かながわカウンセリング研究会」が、武蔵小杉に活動の拠点を移したのが２００４年、
そしてこの明るく気持ちのよいリエトプラザⅡの部屋を使用させていただけるようになって５年目を迎えています。私たちは話す
ことで問題を整理したり、わだかまりに気づいたりし、その結果気持ちが楽になります。誰かが「自分のこと解っていてくれる」
との実感が人を支え、そして解決への道を導き出すことにつながります。ぜひ訪ねて、おしゃべりしてみませんか。

● 開催日は？―――――― 毎週火曜日 /電話相談：１０時～１６時 /面接相談：１２時～１６時
       TEL：044-434-5498（開催日のみ）
● 話の内容は？――――― 秘密厳守です。お名前もこちらからは尋ねません。
● 料金は？――――――― ボランティアグループの活動です。無料。
● どんな相談？――――― ①人生・生き方、②人間関係、③子育て不安、特にないけど日常の話など
● 担当者はどんな人？―― 人生のベテラン（年だけでなく！）。心理学を学び続けています。
　　　　　　　　　　　　 ４名の担当者が心をこめてお話を聴き共に考えます。

　交流会ワーキンググループでは、親子向け、子供向けなど様々な事業を通じての地域との交流を目的に活動をしてきました。

こすぎ地域にお住まいの栄養士の先生をお迎えして、普
段あまり料理をされていない方（男性、お子様）を対象
に料理教室を実施しました。参加された方からは次回開催
を望まれるほどでした。

その他、ちょっと大人の交流会、ちょっと小さな交
流会、こすぎナイトキャンパスなど対象を絞った交
流活動も継続して実施しています。

 

 

冬の寒空に、眩く浮び上がる工場の夜景を楽しみました。
定員 70 名のところに 300 名も応募があり、倍率はな
んと４倍 !

2012 年度 交流会ワーキンググループの活動報告 周辺地域交流会を開催しました

「おしゃべり電話・おしゃべり相談」を開催しています

【かながわカウンセリング研究会】
問合せ先TEL：044-854-0693、044-711-5321
平成19年川崎市社会福祉協議会・平成24年神奈川県社会福祉協議会・ボランティア功労の表彰授与

　去る１０月１３日、周辺地域交流会と題し
て会員マンションと地域町会をむすぶイベ
ントが行われました。この企画はエリマネ
にとってとても重要なイベントで、今回で
２回目の開催となります。今回は、防災を
キーワードに行政・近隣町会・商店街の方々
を招き、再開発地域の防災の取り組みを
紹介し、地域防災をともに考える下地を作
ることを目的としました。
　第１部としてコスギタワーの防災設備の見学会、第２部はレジデンスで懇親会と
なりました。板橋中原区長、岩間上丸子小学校校長、森下中原消防署副所長をは
じめ市役所、区役所の皆様、民生委員の方々、下沼部町内会、上丸子２丁目３丁
目親和会、小杉駅前通り商店街、法政通り商店街の皆様など多くの方々と今後の
取り組みについて楽しく語らい、有意義な時間を過ごしました。また次回もいろい
ろな方面の方をお呼びして交流の輪を広げていければと思います。

親子向けの交流行事としてふろん太くん、ワルンタくんらと
共に、食育教室とサッカー教室、パブリックビューイング、
サッカー観戦、夜回りなどを精力的に実施してきました。特
にふろん太くん、ワルンタくんは人気があり参加されたお
子様がたはとても喜んでいました。また、K1で【闘うフリー
ター】として有名な所選手とボクササイズも実施しました。

川崎フロンターレとのスポーツイベント

男前料理教室、親子料理教室

川崎工場夜景クルージングツアー



コスギフェスタ 2012 写真特集

仮装＝笑顔×笑顔の相乗効果
公式カメラマン「スーパーマ◯オ」によるコスギフェスタ撮影記

本平 基（ほんだいら もとい）昭和 52 年東京都八王子市生まれ。某大学の工業意匠学科を経て、2000
年より某メーカーのインハウスデザイナーとしてシール等のパッケージデザインを担当。2008 年よりベ
ンチャーの Web 制作会社に転職。Web サイトやスマートフォンアプリ、パンフレット等のデザインをす
る傍ら埼玉県内の幼稚園の指定カメラマンとして毎月のイベント撮影を行なっている。一昨年の第１回コ
スギフェスタでパンフレット制作に携わったことをきっかけに NPO 活動に参画し、昨年の第２回コスギ
フェスタではアートディレクターとして、ポスターやパンフレット、公式サイトなどのデザインを担当。
第４～５期パークシティ武蔵小杉ステーションフォレストタワー管理組合理事長。

子供に撮ってもらった写真が上手くてびっくりしました ...

　2012 年 10 月 27 日土曜日の朝、天
候曇り。どことなく、いつもよりも人通り
の多い歩道。イベントの準備に追われる
人々が忙しく働いてる各マンション前。外
に出た私の目に飛び込んで来たのは、武
蔵小杉の見慣れた風景ではなく、どことな
くワクワクしてる感じが伝わってくる人々で
した。
　自マンションの企画はコミュニティ委員
に任せ、公式カメラマンを拝命した私は、
ファインダーを通してコスギフェスタを楽し
む人々を切り取る作業を開始しました。某
有名ゲームのコスチュームを着ているせい
か、知らない人にもたくさん声をかけられ
ました。道の反対側から子供が叫んで呼ん
でます。仮装ってすごい ! 早くも実感した
瞬間です。
　初回だった一昨年のコスギフェスタとは
明らかに違ったのが、みなさんの「仮装率」。
回を重ねるにつれ、大人も子供も仮装して
る人が本当に増えました。子供の仮装に情
熱を注ぐお母さん、恥ずかしさ半分で仮装
に挑戦したお父さん、全員でテーマを設定
して「狙い」に行ってる家族など仮装といっ
ても千差万別。オープニングステージが始
まる前でしたが、イベントを中心に撮影し
た前回とは、違う１日になりそうな予感が
この時しました。
　昼を過ぎて人出が増えると、予感が的

中します。仮装率の高さとそのクオリティ
の高さに、すれ違うゲストのほとんどが撮
影候補。カメラを向けると、ファインダー
の中では満点の笑顔で微笑むゲストが、
ポーズを決めていました。そう、仮装する
と人は笑顔になるんです。少し恥ずかしい
けれど普段の自分とは違う自分。みんな演
劇の主役になったような、不思議な恍惚感
を感じていたのかもしれません。いつも会
う友達が、知り合いが、店員さんも、仮装
をしてます。自然と笑顔になる空気を肌で
実感しました。大人は「なりたかった自分
になれる１日」子供は「なりたい自分にな
れる１日」コスギフェスタのサブコンセプト
がいつの間にか浸透しているのは嬉しい限
りです。
　考えてみれば「仮装をする体験」は海
外ならともかく、日本で経験がないまま一
生を過ごす人がほとんどなんじゃないで
しょうか。非日常的な体験は、時間が経っ
ても、その後の人生でも大きな思い出に
なるものです。コスギフェスタ以前であれ
ば、武蔵小杉の再開発地区に住んでいた
ために地元のお祭りがなかった！という子供
たちがたくさんいたでしょう。それが今で
は、毎年仮装ができる街になりました。と
ても大きな変化だと写真を撮りながら感じ
ました。
　ステージでも仮装して歌う人、演奏をす

る人、パフォーマンスする人など、仮装を
軸に１日が進みました。本番の仮装コンテ
ンストでは、前回であれば全員が優勝でき
るレベルのクオリティだと審査員も観客も
感じたでしょう。そして多くの人がこう思っ
たはずです。「来年はどんな仮装をしよう」
「あのアイデアはいいな」「あの仮装をして
みたい」
　ご存じない方も多いかもしれませんが、
川崎市は元々ハロウィンで有名な土地で
す。川崎の商業地区で開催される「カワサ
キハロウィン」は昨年で１６回目を迎え、
そのパレードには１０万人を超える観衆が
集まります。仮装のレベルも当然高く、街
をあげてハロウィンを盛り上げています。
武蔵小杉のコスギフェスタも将来その規模
に成長し、また追い越すポテンシャルがあ
ると私は感じました。それは、商業施設を
中心に開催される本家と違い、コスギフェ
スタは地元住民が中心となって企画した、
地元住民のハロウィンフェスティバルだか
らです。
　今後、新しいマンションが竣工し、商業
施設が次々とオープンしていく中で、それ
らの新しいエッセンスも加わり、コスギフェ
スタはどんどん成長していくでしょう。今後
もコスギフェスタはもちろん、武蔵小杉の
街が発展していく姿を様々な角度から撮り
続けていきたいと考えています。



編集長インタビュー・大野省吾さん

－大野さん２５年間お疲れ様でございました。早速ですが、
西街区再開発に携わった発足当時のことをお聞きしたいと思
います。
「かねてから川崎市から『武蔵小杉の開発をしたい』と、私
の父や刀根さん（現小杉三丁目町会長）のお父さんに要請
がありました。先人たちは武蔵小杉を愛する気持ちで色々考
えていたようで、私もその当時からお手伝いをしてきました。
まず、武蔵小杉駅をはさんで東と西とで交流を図れたら良い
という発想から始まりました。昭和６３年に川崎市主導でコア
ゾーン研究会が発足し、平成５年に再開発推進協議会を設立。
私は川崎市からの要望もあって同協議会の会長にあたり、地
元の機運の盛り上げ役を引き受けることになりました。その
後、平成１１年に準備組合を設立し、そのとき東街区（三井
不動産）と西街区に分かれました。そして、平成１７年に西
街区再開発組合が設立、平成２１年より変電所地下工事が着

― エリマネ新会員マンション ―

エクラスタワー武蔵小杉 25年の軌跡
武蔵小杉駅南口地区西街区再開発組合

理事長 大野 省吾 さん

平成23年７月時点 同12月時点 平成24年11月時点

― インタビューを終えて ―
大野理事長とは、平成１４年から再開発組合を通じ
て知り合い、エリマネ設立時にも商店街の立場とし
てご尽力いただきました。また、同じうさぎ年であり、
ふたまわり？ですかね。大野理事長にはお世話にな
りました。今回、まじめなインタビュー形式だった
ので今度はぜひお酒を飲みながら、本音トーク？？
で語り合いたいと思いますので今後ともよろしくお
願いいたします。（安藤 均）

安藤 均（聞き手）
ＮＰＯ法人小杉駅周辺エリ
アマネジメント副理事長。
平成14年から準備組合
の活動に参加、当再開発
組合副理事長として一緒
に携わってきた。一応、「こ
すぎの風」第３号編集長。
色々な顔？？をもち、場合
によっては変身する？

大野 省吾 さん
昭和14年４月20日生ま
れ。昭和63年からこの再
開発に関わり、再開発組合
理事長の他に協同組合武
蔵小杉商店街副理事長、
武蔵小杉駅前通り商店街
振興組合理事長、株式会
社 大寿（大野屋）会長を兼
任。

エクラスタワー　開発の歴史

工し、その完成後、平成２２年本体工事着工、平成２５年２
月に引渡しに至りました」

－再開発で大変だと思ったことはありますか？
「それぞれ再開発に携わってきた人々は、同じ方向に向かっ
て進んでいましたが、工事を進めるにあたり、障害物が見つ
かったり、電車等の交通機関に支障がないようにしなければ
いけないので気を遣うことがありました。また、再開発を進
めていくことは町の活性化にはなりますが、私は再開発組合
と商店街組合の両方を兼ねていたので、地元商店街との板
ばさみになったことが苦労といえば苦労になります。新しい
商業施設が増えればお客様は増えますが、地元商店街として
はお客様がそちらに流れてしまうという不安もありますから。
実際、再開発が進み現実のものに近くなっていくと複雑な気
持ちになったことは否定できませんね」

－エリマネとエクラスタワーの関わりについてどうお考えに
なりますか？
「エクラスタワーは組合施行の最初のマンションです。今まで
は、商店街と町会とも一緒にやってきたので、今後はエリマ
ネが町会の代わりになってくれるような活動をしてほしいし、
エクラスタワーに住む方々は、一日も早く地元の人たちに溶
け込んでほしいですね。何か行事をやろうとしたときにマン
ションの管理組合の考え方によって違いが出てくる可能性も

あるかもしれませんが、エリマネは『新旧の住民と仲良く交
流していく』という立ち上げ当時のことを思い出してがんばっ
てほしいです」

－今後の武蔵小杉に期待することは何ですか？
「町が発展するにはこれくらい大きく変わった方が良いと思い
ます。ただ、私は商売をやっているので、どうしても商売レ
ベルで街というのを見てしまう。コアゾーン研究会でも商業
レベルの話が多かったが、バブルがはじけた以降は、商業か
ら住宅、マンションにシフトしていきました。今までの住宅中
心の再開発ビルとは違い、西街区再開発ビルは、多くの商
業施設（98店舗）が入った初めてのビルです。
そのため武蔵小杉の中心になってほしいし、武蔵小杉も住宅
だけでなく商業としても発展していってほしいですね」

－25 年間携わった西街区再開発組合の理事長の務めが終
了しますが、今後はどのようにお過ごしになりますか？
「武蔵小杉の商業活動については若手を育成していき、若手
にバトンタッチしたいと思っているけど、なかなか若手もいな
いからなぁ。先人たちが武蔵小杉を良くしようとがんばってき
たことに感謝したいのでそれを若手に伝えていきたいです」

－最後に今年の４月２日にグランドオープンしますが、今の
率直なお気持ちは？
「それはやっぱり完成したといううれしさ、ほっとした気持ちか
なぁ。完全に肩の荷がおりたというか、もうおろさせてくれよ
というところ（笑）。正直な気持ちをいうなら再開発ビルがで
きたことで自分のお店のことが心配ではあります」

－長い間、本当にお疲れ様でした。また、今日はありがとう
ございました。

― 今春オープンするエクラスタワーは、基本構想から
２５年もの長い間、多くの人の尽力で出来た武蔵小杉
再開発のシンボルともいえる複合施設です。
今回の編集長インタビューは、開発の初めからこのプ
ロジェクトの中心となって活躍されてきた大野省吾さん
にお話を伺います。



エリマネ活動報告・収支報告・エリマネ便り 他

活動項目活動項目

重点項目

エリマネ＊活動報告

来年度は会員マンションも増えます。エリ
マネも新しい一歩を踏み出していきます。
やる気のある理事さんも募集中です。皆
様、エリマネの活動に是非ご参加下さい。

● コスギフェスタ－地域を挙げての大イベント
● コスギぼうさいフェス－イベントを通じて防災を考える
● パパママパークこすぎ－子育て世代の親子同士の
　 コミュニケーションスペース。非常に人気があり
　 エリマネの活動の大きな柱となっている
● 地域清掃活動－清掃を通してコミュニケーションを図る
● おしゃべり電話・相談－お悩み相談リピーターも多い
● エリマネ連絡会議－地域、行政の情報や
　 活動の展開と要望等の検討

● ちいさな交流会－定期的に行われているミニ交流会
● こすぎナイトキャンパス－読書を通じたコミュニティの形成
● 親子、男前料理教室－料理を通じてのコミュニケーション
● 川崎フロンターレ共同企画－スポーツをキーワードにした活動
● 周辺地域交流会－周辺地域、行政の方々とのコミュニケーション
● マンション理事長懇談会－マンション同士のコミュニティ形成
● その他イベント－工場夜景ツアー、夜回りほか
● 広報活動－「こすぎの風」発刊、HP運営、各マスコミ取材対応

収支報告収支報告

　今年度は、「周辺地域との交流と協力関係を強化していく」
という重点目標にのっとり、昨年までの事業展開を再考察し各
活動に当たってきました。
　特に、昨年１０月のエリマネ主催の「周辺地域との交流会」
では、「防災」をキーワードに、地域の防災の責任者の方と「一
緒に何が出来るか」を考えるたたき台にすべく、マンションの
防災対策を実際に目で見てもらいました。また、同月末の「コ
スギフェスタ」では、上丸子、下沼部両小学校、中原中学校、
住吉高校など地域の学校や地域と連携し様々なイベントを行い
ました。そして、今年２月の「防災フェス」では具体的な連携

＊ エリマネとは・・？　「NPO 法人小杉駅周辺エリアマネジメント」（エリマネの正式名称）
の主な活動は、エリアの会員マンションと周辺町会、商店街、そして行政の「橋渡しをすること」
です。エリマネでは、イベントや様々な交流会、講演会などを企画していますが、これらは人
と人を結ぶことを目標にして運営されています。言うなれば、エリマネは「人と人とをつなぐ橋」
なのです。そして、人と人とがつながっていく先にこのエリアの発展が開かれています。

をと考え、いざというときのトランシーバーによる情報共有の
テストをしました。このようなマンションと地域を結ぶ活動は来
年度も活動の柱としてとりおこなっていく予定です。
　一方マンション間の連携という点では、「エリマネ連絡会議」
を通して綱島街道跨線橋問題、東京機械製作所跡地商業施設
への要望書の取りまとめ等を行い、行政、地域、デベロッパー
への働きかけを共同で行いました。今後は「マンション管理組
合理事長懇談会（仮称）」を開催してマンション間のコミュニ
ケーション強化を図り、「よりよいまちづくり」を進めていく予
定です。

武蔵
小杉駅周辺地域
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　第１号より「こすぎの風」の表紙に写真を提供してまいりました武蔵小杉ライフより、エリマネ会員の皆様に未公開写真
をお届けいたします。まだ雪の残る、多摩川河川敷から撮影した中原区です。丸子橋を渡り、サイクリングコースをガス
橋方面に移動していくと、武蔵小杉の再開発ビルのアングルがどんどん変わっていくのを楽しむことができます。第１号の
表紙は東京高校付近から撮影したもので、タワーの間に富士山が綺麗に見えるお気に入りのスポットです。角度によってタ
ワーが見え隠れしますので、お住まいの場所によってベストポジションは異なることでしょう。これから暖かくなってまいり
ますし、ちょっと散歩してみるのも良いと思います。

多摩川河川敷からの中原区パノラマ

より、多摩川からの
パノラマ写真をお届けします

※こちらのURLまたはQRコードから、フルサイズの
画像を見ることができます。是非ご覧ください！
http://musashikosugilife.com/erimane.html
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収入 支出 収支
① 会費・寄付金 9,850,000
② 広告収入 166,000
③ 事業収入 2,300,000
④ 事業支出 2,900,000
⑤ 広報費用 1,300,000
⑥ 一般管理費 6,600,000
合計 12,316,000 10,800,000 1,516,000

収入（参加費・寄付金等） 支出（イベント経費等） 収支

平成24年度　決算見込み（平成25年１月現在）

事務局運営費 4,900,000
備品・通信等 1,000,000
光熱費・清掃費等 600,000
雑費・その他 100,000
合計 6,600,000

283,000
440,000

9,062,000

正会員会費
賛助会員会費
管理組合会員会費
寄付金 65,000
合計 9,850,000

パパママパーク 300,000 270,000 30,000
おしゃべり・電話相談 0 40,000 -40,000
早朝清掃 0 3,000 -3,000
交流会ＷＧ 350,000 350,000 0
コスギフェスタＷＧ 1,650,000 1,630,000 20,000
防災ＷＧ 0 607,000 -607,000
合計 2,300,000 2,900,000 -600,000

③④事業別収支内訳

⑥一般管理費内訳

①会費・寄付金内訳




